
�　第 183 号 は な や ま 平 成  22 年 1 月 20 日1

発　行
社団法人

宮 城 県 芸 術 協 会
（郵便番号　980-0803）
仙台市青葉区国分町 3-3-7

宮城県民会館内
電　話　 （022）  261－7055
ＦＡＸ　 （022）  214－5184
E-mail:miyagi-geikyo@sunny.ocn.ne.jp
編　集　　小　山　喜三郎

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
は
宮
城
県
芸
術
協
会
も
創

立
四
十
五
周
年
を
迎
え
、
数
々

の
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
ま

し
て
大
き
な

成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申

し
あ
げ
ま

す
。

　

わ
け
て
も

第
四
十
六
回

宮
城
県
芸
術

祭
の
劈
頭
に

開
催
さ
れ

た
記
念
行

事
「
芸
術
ふ

れ
あ
い
広
場

Ⅲ
」
は
観
客

と
出
演
者
が

一
体
と
な
っ

て
楽
し
む
素

晴
ら
し
い
企

画
と
構
成
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
展
開
し
、
大
成
功
を
お
さ
め
ま

し
た
。
十
一
の
部
門
を
擁
す
る
芸

協
だ
か
ら
こ
そ
可
能
だ
っ
た
内
容

で
あ
り
、
今
後
の
活
動
を
示
唆
す

る
試
み
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

記
念
行
事
は
二
月
末
ま
で
カ

メ
イ
記
念
展
示
館
で
開
催
さ
れ

る
「
草
創
期
の
十
人
～
第
一
回

宮
城
県
芸
術
祭
選
抜
美
術
展
審
査

員
～
」
展
で

終
了
い
た
し

ま
す
。
創
立

の
歴
史
を
繙

い
て
み
ま
す

と
、
先
達
の

方
々
の
情
熱

と
純
粋
さ
に

感
動
さ
え

覚
え
ま
す
。

　

今
年
は
、

芸
協
が
公
益

法
人
と
一
般

法
人
の
い
ず

れ
か
の
道
を

選
択
す
る
正

念
場
を
迎
え

る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
「
初
心
忘

る
べ
か
ら

ず
」
会
員
の

皆
様
と
共
に
、
自
ら
の
芸
術
活
動

に
対
す
る
誇
り
と
芸
協
へ
の
想
い

を
胸
に
、
新
し
い
道
を
切
り
開
い

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

初あかね
松島の五大堂

庄子　勇夫（写真部）

芸術への誇り胸に

理事長　小山 喜三郎

＝年頭のあいさつ＝
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平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
五
日

に
開
幕
し
た
第
四
十
六
回
宮
城
県

芸
術
祭
は
、
多
く
の
成
果
を
上
げ

十
一
月
二
十
四
日
、
ホ
テ
ル
仙
台

プ
ラ
ザ
で
閉
会
式
を
行
っ
た
。

　

授
賞
式
に
は
各
賞
の
受
賞
者
を

は
じ
め
、
芸
術
祭
関
係
者
、
来
賓

や
芸
協
会
員
ら
約
二
百
十
人
が
出

席
し
た
。

　

芸
術
祭
実
行
委
員
長
、
小
山
喜

三
郎
理
事
長
の
挨
拶
で
閉
会
式
が

始
め
ら
れ
た
。
小
山
理
事
長
は
挨

拶
の
中
で
、「
ふ
れ
あ
い
広
場
Ⅲ
は
、

各
部
門
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
芸
協
な

ら
で
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

今
年
は
さ
ら
に
交
流
の
大
切
さ
を

示
唆
す
る
芸
術
祭
で
あ
っ
た
」
と

述
べ
「
美
し
く
心
豊
か
に
一
層
の

精
進
を
願
い
ま
す
」
と
結
ん
だ
。

　

宮
城
県
環
境
生
活
部
長
今
野
純

一
氏
の
祝
辞
が
あ
り
、
主
催
七
団

体
の
代
表
者
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

ひ
き
つ
づ
き
各
賞
の
受
賞
者
の

表
彰
が
行
わ
れ
た
。
当
日
式
典
に

参
加
し
た
、
芸
術
祭
の
各
賞
受
賞

者
五
十
六
人
、
宮
城
県
芸
術
協
会

功
績
者
九
人
、
地
域
文
化
功
労
文

部
科
学
大
臣
賞
二
人
、
宮
城
県
教

育
文
化
功
労
宮
城
県
知
事
賞
七
人

に
各
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
を
会
場
に
書

道
・
工
芸
・
絵
画
・
華
道
・
写
真
・

彫
刻
展
。「
北
信
濃
路
の
文
学
紀
行
」

の
文
学
散
歩
。
長
唄
演
奏
会
、
音

楽
会
、
茶
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場

で
開
か
れ
た
。
絵
画
・
書
道
の
巡

回
展
は
え
ず
こ
ホ
ー
ル
・
登
米
総

合
体
育
館
。
工
芸
展
は
栗
原
文
化

会
館
、
写
真
展
は
雄
勝
硯
伝
統
会

館
で
多
く
の
入
場
者
が
あ
っ
た
。

　

閉
会
式
で
は
次
の
華
道
部
一
人
、

音
楽
部
五
人
、
茶
道
部
五
人
が
功

績
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

〔
華
道
部
〕
鈴
木
花
風
（
仙
昇
池
坊
）

〔
音
楽
部
〕
今
井
邦
男
、
工
藤
欣
三

郎
（
洋
楽
）
杵
屋
和
加
敏
、
杵
家

弥
登
鈴
、
千
田
毅
（
長
唄
）

〔
茶
道
部
〕
熊
谷
宗
成
（
裏
千
家
）

阿
部
琴
舟（
三
彩
流
）菊
地
南
恵（
織

田
流
）
渡
辺
睦
仙
（
大
日
本
茶
道

学
会
）
高
橋
森
澄
（
玉
川
遠
州
流
）

功
績
者
11
人
を
表
彰

〔
開
場
式
〕（
９
月
25
日
＝
せ
ん
だ

い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
５
Ｆ
）
参
加

者
55
人

〔
書
道
展
〕（
９
月
25
日
～
30
日

＝
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
５
・
６
Ｆ
）
355
点
、
入
場
者

２
７
１
６
人

〔
工
芸
展
〕（
９
月
25
日
～
30
日
＝

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
５

Ｆ
）
67
点
、
入
場
者
１
９
７
２
人

〔
芸
術
ふ
れ
あ
い
広
場
Ⅲ
〕（
９
月

27
日
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
参
加
出
演
者
142
名
）

〔
文
学
散
歩
〕（
９
月
29
日
～
30
日
、

〝
北
信
濃
路
の
文
学
紀
行
〟
参
加

者
28
人

〔
絵
画
展
〕（
10
月
２
日
～
10
月
14

日
＝
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

５
・
６
Ｆ
）
日
本
画
61
点
、
洋
画

243
点
、
入
場
者
６
２
２
５
人

〔
華
道
展
〕（
10
月
２
日
～
10
月
７

日
＝
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

５
Ｆ
）
前
期
32
点
、
後
期
32
点
、

入
場
者
３
７
３
５
人

〔
彫
刻
展
～
彫
刻
部
会
員
と
そ
の

仲
間
展
２
０
０
９
〕（
10
月
２
日

～
10
月
７
日
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ

ア
テ
ー
ク
５
Ｆ
）
20
点
、
仲
間
展

７
点
、
入
場
者
２
６
８
５
人

〔
写
真
展
〕（
10
月
２
日
～
10
月
７

日
＝
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

５
Ｆ
）
121
点
、
入
場
者
２
５
６
３

人〔茶
会
〕（
10
月
11
日
・
18
日
・
25

日
＝
輪
王
寺
）
入
場
者
993
人

〔
音
楽
会
〕（
10
月
17
日
＝
仙
台
市

青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
）
486
人

〔
長
唄
演
奏
会
〕（
10
月
18
日
＝
仙

台
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
）
入
場
者

157
人

〔
文
芸
祭
〕（
10
月
31
日
＝
東
京
エ

レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
会
議

室
）
入
場
者
72
人

〔
絵
画
・
書
道
展
大
河
原
展
〕（
10

月
22
日
～
10
月
25
日
＝
え
ず
こ

ホ
ー
ル
）
日
本
画
13
点
、
洋
画
41

点
、
書
42
点
、
入
場
者
251
人

〔
絵
画
・
書
道
展
登
米
展
〕（
11
月

12
日
～
11
月
16
日
＝
登
米
総
合
体

育
館
）
日
本
画
13
点
、洋
画
38
点
、

書
39
点
、
入
場
者
413
人

〔
工
芸
展
栗
原
展
〕（
11
月
７
日
～

11
月
10
日
＝
栗
原
文
化
会
館
）
50

点
、
141
人

〔
写
真
展
雄
勝
展
〕（
11
月
12
日
～

11
月
20
日
＝
石
巻
市
雄
勝
硯
伝
統

産
業
会
館
）
64
点
、
入
場
者
137
人

〔
閉
会
式
〕（
11
月
24
日
＝
ホ
テ
ル

仙
台
プ
ラ
ザ
）
参
加
者
210
人

　

宮
城
県
芸
術
祭
参
加
行
事

〔
第
54
回
仙
台
三
曲
協
会
定
期

演
奏
会
〕（
10
月
11
日
＝
仙
台

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
）
入
場
者

１
１
０
０
人

〔
第
40
回
洋
舞
合
同
公
演
〕（
11
月

15
日
＝
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー

ル
宮
城
）
入
場
者
１
２
２
０
人

第
46
回
宮
城
県

芸
術
祭
入
場
者

交流の大切さ実感

第46回 県芸術祭が閉幕

小
山
理
事
長
か
ら
表
彰
状
の
授
与
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宮 城 県 芸 術 祭 賞 部　　　門 作　　品　　名 氏　　　　　名
書 道 部 紀 映 鍾 詩（漢　字） 松 木 梅 香 （仙台市）
工 芸 部 赤 陶 流 文 陶 筥（陶　芸） 島　見　美由紀 （岩沼市）
絵画部（日本画） 放 及 川 聡 子 （柴田町）
絵画部（洋　画） A M B I V A L E N C E   9 1 0 森　　　敏　美 （仙台市）
彫 刻 部 凪 大 槻 俊 之 （仙台市）
写 真 部 光 の 射 す 場 所 へ 渡　辺　　　明 （仙台市）
文 芸 部 オ ウ ン ゴ ー ル（川　柳） 木　田　比呂朗 （塩釜市）

宮 城 県 知 事 賞 書 道 部 よ も す が ら・・・（か　な） 内ヶ崎　勝　子 （仙台市）
工 芸 部 黒釉銀彩椿文大皿（陶　芸） 中 山 晴 代 （仙台市）
絵画部（日本画）「花　　　　　の　　　　　音」 梅　森　さえ子 （仙台市）
絵画部（洋　画） ふ る さ と は 遠 く に・・・ 佐々木　和　江 （仙台市）
彫 刻 部 再 生 日 下 育 子 （仙台市）
写 真 部 月 光 影 山 英 雄（多賀城市）
文 芸 部 闇 を み つ け て　 （詩）　 安 住 幸 子 （仙台市）
文 芸 部 季 の 移 ろ ひ（短　歌） 伊 達 宮 子 （仙台市）
文 芸 部 冬 虹（俳　句） 土　見　敬志郎 （利府町）
文 芸 部 風 の 中（川　柳） 津 田 公 子（東松島市）

仙 台 市 長 賞 書 道 部 　 聰 　 明（篆　刻） 髙 野 芳 月（多賀城市）
絵画部（日本画） 行 く 秋 宮 澤 早 苗 （仙台市）
絵画部（洋　画） 強制的ニ与エ続ケラレル情報ト共ニ・un／white 高 松 和 樹 （仙台市）

河 北 新 報 社 賞 書 道 部 由 美 子 の う た（近代詩文） 狩 野 翠 桂 （仙台市）
工 芸 部 白瑠璃泡文様水想器（ガラス） 村 山 耕 二 （仙台市）
絵画部（日本画） 祈り－トバ・バタック族－ 佐々木　志津子 （仙台市）
絵画部（洋　画） 消えゆく遺産　足尾銅山精錬工場－３ 松　永　　　弘 （大和町）
彫 刻 部 風 の 交 響 曲 阿 部 弘 子 （仙台市）
写 真 部 昼 下 が り 杉　　　幸　子 （仙台市）
文 芸 部 シ ー サ ー の 口（俳　句） 平 井 京 子（大河原町）

宮城県教育委員会教育長賞 書 道 部 蔵　　　　　　　　　（少　字） 佐々木　華　鼎 （仙台市）
工 芸 部 紬着物－雪解風－（染　織） 安　倍　まゆみ （仙台市）
絵画部（洋　画） 壁 の 詩 菅 原 典 子 （仙台市）

宮城県教育委員会教育長新人賞 書 道 部 水原秋桜子の句（近代詩文） 及 川 豊 流 （仙台市）
書 道 部 天 変 地 異（篆　刻） 村 山 柳 雅 （石巻市）
工 芸 部 l a n d s c a p e ＃３（ガラス） 岩 橋 理 恵 （仙台市）
絵画部（日本画） 遺 産（アブシンベル神殿） 檜　森　勢津子 （仙台市）
絵画部（洋　画） 卓 上 静 物 粟　野　わか子 （仙台市）

仙台市教育委員会教育長賞 書 道 部 作 品 Ｍ（墨　象） 大 内 翠 峰 （涌谷町）
絵画部（洋　画） MAYU－ 09 三 浦 一 博 （栗原市）

宮城県議会議長賞 書 道 部 寺山修司のうた（近代詩文） 丹 野 夢 草 （石巻市）
絵画部（洋　画） 多 彩 抄　 ９ － Ⅰ（版　画） 郷 古 昭 三 （仙台市）

仙台市議会議長賞 書 道 部 劉基詩「春興外」三首（漢　字） 池 田 小 沙 （仙台市）
絵画部（洋　画） 海 景 谷地森　真理子 （仙台市）

財団法人宮城県文化振興財団賞 書 道 部 稲 葉 の 秋 風（か　な） 岩 沢 芳 華 （仙台市）
書 道 部 近 作 二 顆（篆　刻） 藤 野 秀 一（多賀城市）
工 芸 部 Bow l　　　　　　　（陶　芸） 市　岡　　　泰 （利府町）
絵画部（洋　画） 菊 と 秋 桜 の 古 里 丹 野 三 夫 （仙台市）
彫 刻 部 繋 が り ゆ く も の 黒 沼 理 映 （美里町）
写 真 部 聖 光 山 田 定 雄（気仙沼市）
文 芸 部 絵 双 六（俳　句） 谷 口 加 代 （仙台市）

財団法人カメイ社会教育振興財団賞 絵画部（日本画） 藤 華 富 樫 清 子 （仙台市）
絵画部（洋　画） 繋 が れ て 久保田　　　敏 （仙台市）

門 伝 勝 太 郎 賞 書 道 部 蛍 の 舞（近代詩文） 伊 勢 一 枝 （仙台市）
絵画部（洋　画） 放 た れ た も の 達 の 行 方 相 澤 一 夫（気仙沼市）

宮城県芸術祭奨励賞 書 道 部 晏 （墨　象） 梅 澤 四 洋 （名取市）
書 道 部 王 漁 洋 詩 三 首（漢　字） 遠 藤 渓 雲 （仙台市）
書 道 部 山本兼一「利休にたずねよ」から（近代詩文） 笘　　　桂　子 （仙台市）
書 道 部 高 適 詩（漢　字） 奈須野　青　蘭 （栗原市）
書 道 部 野口英世に当てた母シカの手紙（近代詩文） 宮 川 多 華 （仙台市）
工 芸 部 流 文 練 上 鉢（陶　芸） 馬 場 興 彦 （石巻市）
絵画部（洋　画） FRAGILE 坂 本 和 之 （大崎市）
絵 画 部（ 洋　画） 七 夕 と こ け し と 女 清 野 榮 彌 （岩沼市）
絵画部（洋　画） 船 だ ま り 其　田　　　章 （仙台市）
写 真 部 老 舗 鈴 木 忠 一 （村田町）
写 真 部 赤 光 片 倉 英 一 （仙台市）
文 芸 部 記 憶 は 消 え じ（短　歌） 伊　藤　千枝子 （仙台市）

第
46
回
宮
城
県
芸
術
祭
受
賞
者
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平
成
二
十
一
年
度
の
地
域
文
化

功
労
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
、
県

芸
術
協
会
参
事
の
菊
田
翠
谷
氏
と

蓬
田
紀
枝
子
氏
が
受
賞
さ
れ
た
。

表
彰
式
は
十
一
月
六
日
、
東
京
・

如
水
会
館
で
行
わ
れ
た
。

　

地
域
文
化
功
労
表
彰
は
全
国
各

地
で
芸
術
文
化
の
振
興
な
ど
地
域

の
文
化
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
個

人
、
団
体
に
対
し
て
そ
の
功
績
を
た

た
え
、文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る
。

　

菊
田
氏
は
昭
和
四
年
生
ま
れ
。

書
家
。
加
藤
翠
柳
・
大
澤
雅
休
に

師
事
。
第
一
回
河
北
書
道
展
で
河

北
賞
を
は
じ
め
、
毎
日
書
道
展
、

日
展
、
宮
城
県
芸
術
選
奨
、
聖
グ

レ
ゴ
リ
オ
教
皇
騎
士
勲
章
を
受
賞
。

氏
は
近
代
詩
文
に
造
詣
が
深
く
そ

の
領
域
に
独
自
の
世
界
を
切
り
開

い
た
。
平
成
十
一
年
度
宮
城
県
教

育
文
化
功
労
賞
。
平
成
六
年
に
共

編
「
近
代
詩
文
書
百
選
」
を
刊
行
。

扇
畑
忠
雄
・
利
枝
夫
妻
の
短
歌
を

揮
毫
、
仙
台
文
学
館
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
。「
濯
足
会
」
主
宰
。
河
北

書
道
展
運
営
委
員
ほ
か
役
職
多
数
。

　

蓬
田
氏
は
昭
和
五
年
生
ま
れ
。

俳
人
。
俳
誌
「
駒
草
」
創
刊
主
宰

阿
部
み
ど
り
女
、
八
木
澤
高
原
に

師
事
。
平
成
六
年
三
代
目
主
宰
を

経
て
現
在
顧
問
。
㈳
俳
人
協
会
名

誉
会
員
。
宮
城
県
俳
人
協
会
・
宮

城
県
俳
句
協
会
両
顧
問
。
句
集
に

『
野
茨
』（
県
芸
術
選
奨
）『
一
文

字
』『
青
山
椒
』『
自
註
蓬
田
紀
枝

子
集
』『
は
ん
て
ん
ぼ
く
』『
俳
人

阿
部
み
ど
り
女
ノ
ー
ト　

葉
柳
に

…
』（
俳
人
協
会
評
論
賞
）。
仙
台

市
野
草
園
に
「
は
ん
て
ん
ぼ
く
い

ま
は
芽
吹
き
の
大
樹
か
な
」
の
句

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
宮
城
県
教

育
文
化
功
労
賞
に
芸
協
関
係
か
ら

は
次
の
七
氏
が
選
ば
れ
、
十
一
月

二
日
、
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
授

賞
式
が
行
わ
れ
た
。

　

吾
妻
篤
、
浅
井
元
義
（
絵
画

部
）
浅
沼
信
子
、
山
崎
泰
子
（
工

芸
部
）
戸
田
靖
男
（
音
楽
部
）
前

原
正
治（
文
芸
部
）櫻
井
孝
一（
写

真
部
）

　

第
三
十
回
の
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

〈
ピ
ア
ノ
部
門
〉
が
今
年
も
実
施

さ
れ
る
。
初
級
、
中
級
、
上
級
に

分
か
れ
て
予
選
、
本
選
を
経
て
、

級
ご
と
に
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、

◇
61
回
三
軌
展

〈
絵
画
部
〉
▽
会
員
優
賞
＝
小　

野
由
貴
子

◇
第
21
回
し
ん
わ
美
術
展（
岡
山
）

〈
洋
画
〉
▽
奨
励
賞
＝
岩
澤
誠
一

◇
「
別
府
ア
ジ
ア
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

2010―

絵
画
」（
大
分
）

〈
洋
画
〉
▽
入
選
＝
岩
澤
誠
一

◇
2009
公
募
ふ
る
さ
と
の
風
景
展

（
福
島
）

〈
洋
画
〉
▽
奨
励
賞
＝
岩
澤
誠
一

◇
第
４
回
更
科
源
藏
文
学
賞

〈
文
芸
部
〉
前
原
正
治

奨
励
賞
を
、
該
当
者
に
は
宮
城
県

知
事
賞
、
仙
台
市
長
賞
、
河
北
新

報
社
賞
が
贈
ら
れ
る
。

　

予
選
は
二
月
二
十
一
日
（
日
）

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
ヤ
マ
ハ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
東
北
と
、
カ
ワ
イ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
仙
台
の

二
会
場
で
行
わ
れ
る
。
本
選
は
三

　

芸
術
協
会
参
事
の
濱
田
一
堂

（
徳
兵
衛
）
氏
が
平
成
二
十
一
年

六
月
十
日
脳
出
血
の
た
め
逝
去
さ

れ
た
。
享
年
八
十
一
歳
。
気
仙
沼

市
出
身
、
白
石
市
在
住
。
宮
城
野

書
人
会
、
書
苑
社
主
宰
。
芸
術
祭

書
道
展
審
査
員
、
河
北
書
道
展
顧

問
、
毎
日
書
道
展
参
与
。
書
道
芸

術
院
名
誉
顧
問
。
受
賞
に
宮
城
県

教
育
文
化
功
労
賞
、
地
域
文
化
功

労
文
部
科
学
大
臣
表
彰
。

月
二
十
九
日
（
月
）
仙
台
市
戦
災

復
興
記
念
館
で
。

　

県
芸
術
協
会
創
立
四
十
五
周
年

を
記
念
し
、
カ
メ
イ
記
念
展
示
館

と
共
催
で
「
絵
画
部
門
草
創
期
の

10
人
～
第
一
回
宮
城
県
芸
術
祭
選

抜
美
術
展
審
査
員
～
」
が
一
月

十
九
日
か
ら
二
月
二
十
八
日
ま
で

カ
メ
イ
記
念
展
示
館
＝
仙
台
市
青

葉
区
五
橋
、
カ
メ
イ
五
橋
ビ
ル
七

階
＝
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

芸
協
が
創
立
し
た
の
は
昭
和

三
十
九
年
、同
年
秋
に
絵
画
、書
道
、

彫
塑
・
工
芸
の
三
部
門
で
第
一
回

宮
城
県
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

創
立
四
十
五
周
年
を
迎
え
第
一
回

宮
城
県
芸
術
祭
選
抜
美
術
展
の
際

の
審
査
員
十
人
の
作
品
を
展
示
し
、

そ
の
偉
業
を
し
の
び
未
来
へ
の
展

望
に
役
立
て
よ
う
と
企
画
し
た
。

展
示
作
品
は
四
十
数
点
で
、
作
品

を
そ
ろ
え
る
た
め
苦
労
も
あ
っ
た
。

　

出
品
作
家
は
次
の
通
り
。

（
日
本
画
）
宇
野
松
仙
、
荘
司
福
、

中
村
爽
歩
（
洋
画
）
菅
野
廉
、
佐

藤
多
都
夫
、
渋
谷
栄
太
郎
、
杉
村

惇
、
中
原
四
十
二
、
沼
倉
正
見
、

狭
間
二
郎

地
域
文
化
功
労
文
科
大
臣
表
彰

菊
田
、
蓬
田
両
氏
が
受
賞

県
教
育
文
化
功
労
賞

芸
協
か
ら
７
氏
受
賞

草 創 期 の 10 人

県芸術協会創立45周年

2月28日
ま で カメイ記念展示館

本
選
は
３
月
29
日

ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ク
ー
ル

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

濱
田
一
堂
参
事
が
逝
去
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①
公
益
法
人
制
度
関
連
三
法
が

施
行
さ
れ
、
す
べ
て
の
社
団
法
人

と
財
団
法
人
は
、
解
散
す
る
場
合

を
除
き
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月

ま
で
に
新
法
人
に
変
わ
ら
ね
ば
な

　

一
月
七
日
に
七な
な

種く
さ

粥
を
食
す
る

風
習
が
あ
る
。
邪
気
を
払
い
万
病

を
除
く
と
し
て
、
中
国
か
ら
伝

わ
っ
た
も
の
で
、
す
で
に
奈
良
時

代
か
ら
、
一
月
七
日
の
宮
中
の
白あ
お

馬う
ま
の

節せ
ち

会え

の
際
に
七
種
粥
を
食
べ

て
祝
う
催
し
が
行
わ
れ
て
い
た
と

い
う
。
今
日
で
は
、
花
屋
に
七
草

の
寄
せ
植
え
が
置
か
れ
て
い
た

り
、
八
百
屋
に
パ
ッ
ク
詰
め
の
七

草
が
売
ら
れ
て
い
た
り
し
て
、
わ

ざ
わ
ざ
若
菜
摘
み
に
出
か
け
る
ま

で
も
な
く
、
七
つ
の
菜
を
用
意
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
古
い
伝
統
行

事
が
こ
う
し
て
今
に
生
き
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

七
種
粥
を
炊
く
一
月
七
日
を
七

日
正
月
と
い
う
。
大
正
月
と
呼
ば

れ
る
年
頭
の
年
神
を
迎
え
る
祭
儀

期
間
を
終
え
て
、
い
よ
い
よ
こ
の

日
か
ら
本
格
的
に
一
年
が
始
ま

る
、
の
意
で
あ
る
。
七
日
正
月
を

迎
え
る
前
夜
を
六
日
年
越
し
と
か

六
日
年
取
り
と
称
し
て
、
麦
飯
を

食
べ
て
祝
う
地
方
も
あ
る
。

　

七
日
正
月
か
ら
始
ま
る
も
う
一

つ
の
正
月
は
小
正
月
と
呼
ば
れ
、

餅
花
を
飾
り
一
年
の
農
作
業
の
予

祝
行
事
が
行
わ
れ
る
。
十
四
日
か

ら
十
六
日
が
小
正
月
の
中
心
で
、

ど
ん
ど
焼
、
鳥
追
、
成
木
責
、
綱

引
、土
竜
打
、な
ま
は
げ
、田
遊
び
、

梵
天
、
え
ん
ぶ
り
等
々
、
各
地
で

各
様
の
行
事
が
催
さ
れ
る
。
現
在

は
旧
暦
や
月
遅
れ
で
営
ま
れ
る
も

の
も
多
い
。

　

日
本
の
正
月
は
、
こ
の
よ
う
に

歳
神
祭
祀
の
大
正
月
と
農
事
予
祝

の
小
正
月
の
重
層
構
造
を
も
つ
、

と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
境
と
な
る

七
日
を
ま
た
人じ
ん

日じ
つ

と
も
称
す
る
。

人
の
日
、
人
勝
節
、
霊
辰
、
元
七

な
ど
と
も
い
う
。
こ
れ
は
、
中
国

の
前
漢
時
代
の
占
い
の
書
か
ら
き

た
も
の
で
、
元
旦
を
鶏
日
、
二
日

を
狗
日
、
三
日
を
猪
日
、
四
日
を

羊
日
、
五
日
を
牛
日
、
六
日
を
馬

日
と
し
、
七
日
を
人
日
と
し
た
こ

と
に
由
来
す
る
。
元
旦
か
ら
六
日

ま
で
は
、
軽
重
の
順
に
家
畜
が
並

ん
で
お
り
、
最
後
に
万
物
の
霊
長

た
る
人
間
を
配
し
て
、
人
間
を
重

ん
じ
る
精
神
を
表
し
た
も
の
、
と

理
解
さ
れ
て
い
る
。
人
勝
節
と
い

う
も
、
霊
辰
と
い
う
も
、
そ
の
意

で
あ
る
。

　

人
間
が
万
物
の
か
し
ら
で
あ
る

と
す
る
考
え
は
、
洋
の
東
西
を
問

わ
ず
一
般
的
で
あ
る
。西
洋
で
は
、

人
間
を
理
性
的
動
物
と
称
し
、
理

性
を
も
つ
点
で
他
の
動
物
か
ら
質

的
に
異
な
る
と
考
え
る
。
あ
る
い

は
、
神
に
似
せ
て
造
ら
れ
た
も
の

と
い
っ
て
、
人
間
の
尊
厳
を
根
拠

づ
け
る
。
儒
教
で
も
、
仁
や
礼
を

弁
え
る
人
間
は
、
禽
獣
に
勝
る
存

在
と
さ
れ
る
。
総
じ
て
い
え
ば
、

人
間
は
高
度
の
文
化
を
形
成
す
る

点
で
他
の
生
物
と
は
異
質
で
あ

る
。
鳥
獣
が
仮
に
文
化
ら
し
き
も

の
を
持
つ
と
い
え
る
に
し
て
も
、

人
間
の
営
為
に
較
べ
れ
ば
物
の
数

で
は
な
い
。

　

学
問
、
技
術
、
道
徳
、
法
規
、

宗
教
、
経
済
な
ど
の
諸
文
化
に
並

ん
で
、
芸
術
も
ま
た
人
間
の
重
要

な
文
化
で
あ
る
。
特
に
創
作
の
自

由
を
通
し
て
人
間
の
自
由
が
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、

芸
術
は
最
も
人
間
的
な
文
化
で
あ

る
。
鶏
や
犬
馬
に
芸
術
協
会
が
組

織
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
創
作
活

動
の
根
拠
と
な
る
自
由
と
そ
れ
を

自
覚
し
活
用
す
る
意
識
と
が
欠
け

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
哲
学
者
の

シ
ェ
リ
ン
グ
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
、

芸
術
を
精
神
の
最
高
の
表
現
と
み

な
し
た
よ
う
に
、
自
由
の
発
露
た

る
芸
術
こ
そ
人
間
ら
し
さ
の
代
名

詞
で
あ
る
。

　

人
を
尊
ぶ
新
春
の
人
日
に
、
あ

ら
た
め
て
芸
術
活
動
の
楽
し
さ
を

覚
え
た
次
第
で
あ
る
。

ら
な
く
な
っ
た
。

　

②
新
制
度
で
は
、
イ
公
益
社
団
法

人
、ロ
一
般
社
団
法
人
に
分
か
れ
る
。

　

③
公
益
社
団
法
人
は
公
益
目
的

事
業
を
行
う
こ
と
を
主
と
す
る
。

一
般
社
団
法
人
の
事
業
内
容
は
自

由
で
あ
る
が
、
移
行
時
に
は
公
益

目
的
支
出
計
画
の
策
定
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

　

④
公
益
目
的
事
業
と
は
、
イ
学

術
・
技
芸
・
慈
善
そ
の
他
公
益
に

関
す
る
こ
と
。
ロ
不
特
定
、
か
つ

多
数
の
者
の
利
益
の
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　

⑤
し
た
が
っ
て
芸
協
は
模
範
的

内
容
で
適
合
し
て
い
る
。
公
的
活

動
を
奨
励
す
る
目
的
で
税
制
も
優

遇
さ
れ
て
い
る
。
反
面
、
行
政
の

立
ち
入
り
検
査
も
あ
り
、
定
め
ら

れ
た
基
準
を
満
た
す
内
容
の
書
類

を
提
出
し
、
都
道
府
県
公
益
認
定

等
委
員
会
の
認
定
を
受
け
ね
ば
な

ら
な
い
。
公
益
法
人
認
定
の
ハ
ー

ド
ル
は
高
い
が
、
社
会
的
名
誉
と

信
用
が
得
ら
れ
る
。

　

⑥
理
事
、
評
議
員
の
定
数
や
役

割
り
、
責
任
分
担
、
会
計
の
処
理

方
法
等
は
、
公
益
と
一
般
共
に
定

款
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
。

 

新　

春　

随　

想
柏
原　

眠
雨
（
文
芸
部

俳

句
）

法
人
制
度
変
更
の
概
要
小
山
喜
三
郎

　
　

理
事
長

人　
　

日
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事

務

局

日

誌

会 

務 

報 

告

11
・
30　

理
事
会

○ 

公
益
法
人
等
検
討
委
員
会
の
検
討
概

要
に
つ
い
て

○ 

第
46
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
入
場
者
数

等
に
つ
い
て

○ 

第
１
回
評
議
員
会
の
開
催
概
要
に
つ

い
て

後　
　
　

援

☆
東
北
書
道
秀
抜
展

11
月
13
日
～
11
月
18
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
斎
藤
み
ど
り
リ
サ

イ
タ
ル

11
月
14
日

電
力
ホ
ー
ル

☆ 

歌
い
つ
が
れ
ゆ
く
日
本
の
歌―

な

つ
か
し
い
歌
あ
た
ら
し
い
歌

11
月
20
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

☆ 

第
38
回
宮
城
教
育
大
学
マ
ン
ド
リ

ン
部
定
期
演
奏
会

11
月
21
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆ 

ク
ー
ル
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
第
43
回
定

期
演
奏
会

11
月
23
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル

☆ 

歌
劇
「
蝶
々
夫
人
」
プ
ッ
チ
ー
ニ

作
曲
抜
粋
原
語
上
演

11
月
27
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館
記
念

ホ
ー
ル

☆Skalen T
rio

コ
ン
サ
ー
ト

11
月
28
日

カ
ワ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ

仙
台

☆
こ
こ
ろ
に
響
く
名
曲
の
調
べ

11
月
28
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆ 

第
２
回Stella-m

usica

企
画
夢
み
る

宇
宙
と
音
楽
と
子
守
歌
に
よ
せ
て

11
月
30
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆
第
48
回
洗
心
書
道
展

12
月
２
日
～
12
月
５
日

仙
台
市
民
会
館
展
示
室

☆
第
17
回
宮
城
シ
ニ
ア
美
術
展

12
月
３
日
～
12
月
６
日

宮
城
県
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☆ 

竹
道
50
周
年
記
念
・「
低
肺
」
救
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
尺
八
演
奏
会
「
寒
山

竹
響
Ⅱ
」

12
月
４
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21
小
ホ
ー
ル

☆ 
新
藤
典
子
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ク
ワ
イ

ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
ス
仙
台
ジ
ョ
イ
ン

ト
リ
サ
イ
タ
ル

12
月
５
日

仙
台
青
葉
荘
教
会

☆ 

第
２
回
河
北
新
報
「
小
・
中
学
生

新
聞
紙
上
展
」

12
月
11
日

河
北
新
報
朝
刊
紙
上

☆ 

仙
台
日
伊
協
会
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト

12
月
16
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館
記
念

ホ
ー
ル

☆ 

第
４
回
宮
城
一
先
会
、
か
な
書
作

展
12
月
17
日
～
12
月
20
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

５
階
展
示
室

☆ 

第
27
回
メ
サ
イ
ア
（
救
世
主
）
演

奏
会12

月
18
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル

☆
東
北
書
道
新
春
選
抜
展

１
月
８
日
～
１
月
13
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
チ
ャ
ー
チ
ル
会
仙
台
絵
画
小
品
展

１
月
13
日
～
１
月
17
日

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
プ
ラ

ザ
ギ
ャ
ラ
リ
ーSO

U
T
H

☆ 

武
蔵
野
美
術
大
学
校
友
会
第
18
回

宮
城
支
部
展

１
月
15
日
～
１
月
20
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

第
42
回
社
団
法
人
創
元
会
宮
城
県

支
部
展

２
月
５
日
～
２
月
10
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
５
回D

ance Com
petition Sendai

2010
２
月
６
日
～
２
月
７
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
シ
ア

タ
ー
ホ
ー
ル

☆
第
16
回
東
北
新
象
展
（
北
上
展
）

２
月
７
日
～
２
月
14
日

北
上
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

☆
第
27
回
白
土
会
展

２
月
19
日
～
２
月
24
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

建
部
恭
子
書
作
展
「
白
と
黒
の
語

ら
い
」

３
月
26
日
～
３
月
31
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

第
５
回A

LL N
IPPO

N
 D
A
T
E

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ンM

IY
A
GI

３
月
29
日
～
４
月
１
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
シ
ア

タ
ー
ホ
ー
ル

☆
第
56
回
全
国
公
募
東
北
書
道
展

４
月
16
日
～
４
月
21
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
三
浦
韻
山
開
軒
50
周
年
記
念
演
奏
会

４
月
18
日

仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル

☆
新
藤
典
子
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
調
べ

４
月
21
日

仙
台
青
葉
荘
教
会

☆
第
74
回
河
北
美
術
展

４
月
23
日
～
５
月
５
日

藤
崎
本
館
７
階
催
事
場
８
階
グ

リ
ー
ン
ル
ー
ム

受　

贈　

書

句
集
「
一
人
で
す
」（
山
田
桃
晃
）、「
み

や
ぎ
工
芸
美
術
へ
の
歩
み
」（
高
倉

健
）、
歌
集
「
波
の
輪
」（
桂
重
俊
）

退 

会 

会 

員

【
絵
画
】〈
日
本
画
〉安
住
順
子〈
洋
画
〉

高
野
壽
子
、鈴
木
一
芳
、佐
藤
俊
光
【
工

芸
】〈
七
宝
〉
草
川
周
子
【
書
道
】
粟

野
松
雲（
富
士
雄
）、小
松
佳
洞（
佳
明
）、

佐
藤
さ
だ
子
【
華
道
】〈
池
坊
〉
太
田

華
朝（
朝
）〈
小
原
流
〉菊
地
華
正（
正
）

【
音
楽
】〈
洋
楽
〉小
池
ま
ど
か〈
長
唄
〉

伊
藤
克
子
【
文
芸
】〈
短
歌
〉
平
間
大

子
、
五
十
嵐
美
恵
子
〈
川
柳
〉
後
藤
孝

〈
小
説
〉田
中
陽
子【
茶
道
】〈
表
千
家
〉

豊
田
宗
和
（
和
子
）、佐
々
木
宗
隆
（
隆

子
）〈
裏
千
家
〉
大
泉
宗
恭
（
恭
子
）、

菊
池
宗
盛
（
盛
子
）〈
武
者
小
路
千
家
〉

小
川
泰
子
〈
清
泉
幽
茗
流
〉
加
藤
純
綠

（
洋
子
）【
賛
助
】
菊
地
伸
治

　

真
夜
中
、
ふ
と
目
が
覚
め
る
。

来
し
方
行
く
末
な
ど
大
げ
さ
な
も

の
で
は
な
い
、
就
寝
ま
で
の
一
日

を
思
い
返
し
た
り
す
る
。
届
い
た

賀
状
の
名
前
と
顔
が
浮
か
ぶ
。
年

が
改
ま
っ
た
の
を
実
感
す
る
。
そ

れ
も
し
ば
し
、
ま
た
眠
り
の
渕
に

陥
っ
て
い
る
▼
「
昼
に
は
青
空
が

嘘
を
つ
く
／
夜
が
ほ
ん
と
う
の
こ

と
を
呟
く
間
私
た
ち
は
眠
っ
て
い

る
／
朝
に
な
る
と
み
ん
な
夢
を
み

た
と
い
う
」
谷
川
俊
太
郎
二
十
歳

代
初
め
の
詩
集『
六
十
二
の
ソ
ネ
ッ

ト
』
の
一
篇
の
最
終
フ
レ
ー
ズ
は
、

若
々
し
い
感
性
・
認
識
を
巧
ま
ず

し
て
う
た
う
▼
夢
で
は
な
い
今
日

ま
で
多
く
の
人
に
出
会
っ
た
。
別

れ
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
人
々
は

す
べ
て
宝
で
あ
り
、
貴
重
な
財
産

で
あ
る
。
そ
う
信
じ
つ
つ
地
球
の

上
で
の
絶
え
な
い
戦
い
や
卑
劣
な

犯
罪
ま
で
許
す
気
に
は
と
て
も
な

れ
な
い
▼
普
通
で
あ
る
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
、そ
し
て
個
性
と
は
？

独
り
で
は
な
い
こ
の
地
球
と
い
う

星
の
上
の
六
十
五
億
人
。
自
己
中

心
で
時
を
送
る
こ
と
を
非
難
は
で

き
な
い
。
と
年
頭
に
こ
ん
な
殊
勝

な
思
い
に
浸
れ
る
の
も
健
康
の
賜

物
な
の
だ
ろ
う
。（
純
）

謹　
　

弔

文
芸
部
（
俳
句
）　

石
塚
滴
水
殿

平
成
21
年
10
月
19
日

文
芸
部
（
短
歌
）　　

遠
藤
正
殿

10
月
20
日

音
楽
部
（
長
唄
）

杵
屋
和
加
寿
美
栄
殿

12
月
５
日

書
道
部　
　
　
　
　

畠
山
青
風
殿

12
月
13
日

賛
助
会
員　
　
　
　

日
置
道
閑
殿

12
月
23
日


